
 

建物免震施設 

 

みなさんの住んでいる日本の国は、とても地震の多い国です。 

国土交通省が入居している中央合同庁舎第３号館は、災害応急対策活動拠点

として機能を強化するため、2002 年に建物の免震化を行いました。 

免震施設とは、地震エネルギーを吸収し地震の揺れを減らすための施設です。 

みなさんも地下を探検して、地震対策について学んでみませんか？ 

 

 


